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『オリヴァー・トゥィスト』は親のいないオリヴァーが救貧院で育ち、一
人でロンドンに行き、犯罪集団にとらわれるという、当時の孤児が受けたと
思われる過酷な状況を克明に描いた物語である。そのため、当時の救貧法の
問題や親のいない子供達がロンドンで簡単に犯罪に巻き込まれてしまう現状
を問題提起している作品であると言うことが出来る。救貧院を抜け出し、ロ
ンドンに到着したオリヴァーもすぐにドジャーにだまされ、簡単にフェイギ
ンに囚われてしまう。
しかし、この作品は現状をただ映し出しただけの作品ではない。そのよう
な状況を生み出す原因を反映した物語でもある。問題となるのは人物たちの
所属する場所である。この作品はオリヴァーが生まれた救貧院からオリヴァ
ーが最後に定住することになる田舎の村まで、様々な場所に登場人物が移動
する。彼らの行動と行動する場所には大きな関係があると考えられる。『オ
リヴァー・トゥィスト』では、主人公のオリヴァーをはじめ、彼を取り巻く
人物たちの活動する場所が彼らの行動に対し重要な要素をもつと考えられ
る。同時に様々な場所そのものだけでなく、移動することも彼らの行動に大
きな影響を与えている。そのためここでは都市空間論など利用し、論を展開
していく。
まずオリヴァーの行動について考察する。ここではオリヴァーがロンドン
でどのような状況に置かれたか。悪党の巣窟からブラウンロー氏の家、再度
悪党一味に捕まり、途中サイクスに連れられチャーチーに移動する。そして
最終的にオリヴァーが行き着く場所は彼にとってどんな意味があるか考察す
る。オリヴァーの行動や運命的な状況も、彼がその時に居る場所が関わって
きているのではないだろうか。それぞれの地で特徴的な行動があると考えら
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れる。
次にオリヴァーを翻弄するフェイギン一味の行動に焦点を当てる。ロンド
ンで常に逮捕されてもおかしくない状況にあるにもかかわらず、彼らはなぜ
ロンドンから逃亡しようとしないのだろうか。やはりここでもロンドン、特
に彼らの住むスラム街という場所が犯罪者たちにも大きな影響を与えてい
る。ナンシー殺害後、せっかく逃亡を図ったにもかかわらず戻ってきたサイ
クスの行動にも彼の巣窟という場所が関わっている。悪党たちの惨めな最期
にも場所にこだわる彼らの行動に要因があると考えられる。
最後にブラウンロー氏の行動範囲に注目する。彼は必死になってオリヴァ
ーを救おうとする。彼の行動はどのように彼自身、また周囲の人物たちに作
用しているか考えてみる。オリヴァーを救うための彼の行動は、実際はオリ
ヴァーにも犯罪集団にも大きな影響を与えている。彼の行動から誰にどの程
度その影響が及んでいるか、その結果ブラウンロー氏自身、オリヴァー、犯
罪集団に何が起こっているかを考察する。
以上のことから人物たちの行動やこの物語の展開に重要な意味を持つの
は、ロンドンという都市なのではないだろうか。この大都市がこの作品に与
える意味と登場人物に与えた影響がどのようなものであるか、また登場人物
の描写からロンドンがどのように描かれているかまとめてみたい。
１　オリヴァーとロンドン
冒頭部分でオリヴァー誕生の地について、「仮の名を付ける気にもならな
いから、ある町としておく」(1)と書かれているが、彼のいる場所が重要な意
味をもつストーリーでもある。もちろん本当に場所の名前など気にならない
のならこのような記述すらいらないはずである。実際、オリヴァーのいる場
所と地名はその都度示されている。オリヴァーが救われる理由から最後定住
することになる田舎の村に至るまでの問題点が明らかになると考えられる。
オリヴァーが｢ある町｣の救貧院からロンドンに着いたとき、フェイギンの
仲間のドジャーが登場し、オリヴァーは彼にフェイギンのいるサフロン・ヒ
ルまで連れて行かれる。ここが、オリヴァーが初めてロンドンに到着した場
面になる。ここでオリヴァーはロンドンについて「こんな汚らしい場所を見
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たことがなかった。通りは狭くて泥だらけ、あたりにはいやなにおいが立ち
こめていた」(2)と言っている。この表現からオリヴァーのロンドンに対する
態度が描かれている。若林幹夫は局所的空間を全域的な空間と一致させるこ
とによって自分の行いを認識できると言い、続けて次のように言っている。
定位がうまくいかないとき、周囲の環境は疎遠なものに見えるだろう。
建物や街路などが見えてはいるが、それらは今立っている場所に関する
情報も、これから進むべき方向に関する情報も与えてはくれない。だが、
いったんこの定位がうまくいくと、周囲の環境の相貌は一変する。それ
までに疎遠に見えた周囲の環境は、突然、理解可能な手がかりに満ちた
場所になる。（中略）定位が成功した途端に周囲の環境は「見える」も
のになり、自身が立つ場所も同時に分わかる＝見える場所になるはずで
ある。(3)
つまり自分の居場所を自分で認識していることが定位出来ていることにな
る。そうでなければ自分の居る場所に違和感を覚えるなど、周囲と自分の位
置関係を理解出来ず、自分の存在すらはっきりしない状況に陥ってしまう。
ロンドンを歩く自分の周囲が異様に思えたオリヴァーは、まさにこのような
環境の中でスリ犯と間違われ、追われなければならなくなる。のちにオリヴ
ァーがブラウンロー氏の用足しで、自分が窃盗犯と間違われた本屋に行く。
その途中ナンシーに捕まり、フェイギンのもとへ連れ戻されるときにも、
「今通っているのは家畜市場のあるスミスフィールドだったが、オリヴァー
にとってはお屋敷町のグロヴナー・スクエアだと言われても、どっちでもよ
かった」し、「見知らぬ場所がいっそうそのように見え」(4)た。オリヴァーの
これらの描写からも、彼にとってロンドンは「疎遠」なもので、「これから
進むべき方向」は分からない。
このことはオリヴァーにとって幸いにして良い結果を招くことになる。も
しオリヴァーが「定位に成功」したら、周囲の環境は見えるものになり、自
分のしていることを理解してしまう。つまり、オリヴァーの定位がフェイギ
ンたち泥棒の巣窟になってしまうことになる。そうなるとオリヴァーはもう
逃げ出すことが出来なくなってしまう。それはドジャーやベイツと同じ立場
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になってしまうことでもある。
ブラウンロー氏に一度は助けられ、彼の家に着くがその間オリヴァーは気
を失っており、ここでも自分の居場所をはっきりとさせることが出来ない。
元気になり、ブラウンロー氏に仕事を頼まれたとき、目的地の本屋までの行
き方を教えてもらうが、地図が渡されなかったのは示唆的である。ここでも
オリヴァーは自分の定位をすることが出来なかった。その結果、ここでまた
オリヴァーはふらふらと街を歩き、ナンシーに捕まってしまう。もしここで
地図を渡され、オリヴァーが自分の居場所をはっきりさせることが出来てい
れば、泥棒の巣窟に戻ることはなかっただろう。
ハンカチを盗む場面でオリヴァーが逃げたのは、追いかけられたからだけ
ではなく、葬儀屋から逃げたのと同様、自分の居場所、定位の出来ない場所
から逃げ出すためでもあった。ただオリヴァーには逃げ出したところで自分
の定位出来ている場所、つまり親や家庭などはこの時点ではない。
地理学者のトゥアンは子供が安定性と永続性を最初に認識し、避難場所とま
で考えるのは母親であることから、「もし、場所というものが価値の中心、養
育と援助の中心であるとするなら、子供にとって母親は最初の場所である」(5)
と言っている。そして「支えとなる親がいないと漂流（場所をもたない）」(6)す
ると続けている。親のいないオリヴァーにとって、定位など決まるはずがない
ので、彼の身柄は不安定のままである。
オリヴァーはブラウンロー氏の用足しに行き、再度フェイギン一味のとこ
ろに戻された。もちろんここでもオリヴァーは「進むべき方向」は定まって
いないのでどのような状況に巻き込まれても不思議ではない。このあと彼は
また大きな移動を迫られる。移動することでまたオリヴァーの立場が変わっ
てくる。
今度はサイクスに連れられ、押し入り強盗のために長時間の移動をしてチ
ャーチーに到着する。ロンドンからはだいぶ離れた場所であることは間違い
ない。ロンドンを離れることでオリヴァーに起こる事態は大きく変化する。
チャーチーではサイクスとクラキットが夜中ある屋敷にオリヴァーを忍び込
ませ、盗みをするところであったが、住人に見つかり失敗におわる。オリヴ
ァーは銃で撃たれ怪我をし、彼らはオリヴァーを担いで一緒に逃げようとす
るが、途中で置き去りにしてしまう。オリヴァーは自力で強盗に失敗した家
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にたどり着き、助けを求める。結果的にオリヴァーは再び、犯罪集団から解
放されるが、もちろんここではまだオリヴァーの定位ははっきりしていない
ので彼の身に何が起こるかは分からない。またロンドンに戻ることで彼が犯
罪集団に捕まることも十分予想出来る。オリヴァーにとってロンドンとは、
場所とはどのようなものなのだろうか。トゥアンの記述では｢空間｣と｢場所｣
が区別されている。
空間は開かれたものとして存在しており、未来を暗示し、行動を招い
ている。否定的な面では、空間と自由は脅威である。（中略）開いてい
て自由であることは、むき出しで傷を受けやすいということでもある。
（中略）開いている空間とは、何らかの意味がしるされる可能性のある
白紙のようなものである。取り囲まれ人間化されている空間は場所であ
る。空間と比べると、場所は確立した諸価値の安定した中心である。(7)
｢空間｣は自由であると同時に不安定である。｢場所｣は｢空間｣のように自由で
はないが人間化され安定している。オリヴァーにとってはまだ場所というも
のが存在していないのだろう。彼の行動は良くも悪くも自由である。一つの
場所にとどまることがない。オリヴァーの未来はこの時点では常に｢白紙｣で
ある。彼は人間化された場所にいたことはここまで一度もなく、ただ空間を
彷徨っている。
ではなぜオリヴァーは最終的にメイリーたちと暮らせるようになったの
か。どうして自分のいられる「場所」を見つけることが出来たのだろうか(8)
オリヴァーは自分の親族のいる場所に定位を見いだしたのである。トゥアン
はここでも子供にとっての親は場所であると言っている。「幼い子供にとっ
て親はまず第一の「場所」である。幼児にとっては、世話をしてくれる大人
は栄養と保護の源泉であり、確固たる安定性のある避難所なのである」。 オ
リヴァーの定位がこの場所に決定した理由には死んではいるが母親の身元が
わかるここしかなかったのである。彼にとって居場所を探して見つけること
は、親を見つけることでもあったのである。
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２　悪党たちのロンドン
ではオリヴァーを振り回したフェイギンたちにとっての場所とはどのよう
なものであったか。オリヴァーが初めて連れてこられたフェイギンの隠れ家
はサフロン・ヒルであった。その後オリヴァーにスリの場面で逃げられてし
まい、自分達の隠れ家が見つかってしまうのを恐れ、居場所をホワイト・チ
ャペル近辺に変える。サイクスもチャーチーの事件のあと住み処を変えるが、
やはり以前いた場所からはそう遠くない場所に移動する。
彼らはなぜもっと遠い場所に逃亡しなかったのだろうか。それは彼らにと
って自分たちの居場所はロンドンに限定されてしまっているからだと考えら
れる。彼らの行動範囲は限定的である。逆にロンドンから離れてしまうと彼
らは思い通りの行動が出来なくなってしまう。特にチャーチーの事件につい
て考えてみたい。サイクスがオリヴァーを連れて遠い場所まで強盗をしに行
くが失敗してしまう。見つかって逃げるときもオリヴァーを置き去りにしな
くてはならなかった。
さらに象徴的な場面は、オリヴァーが夢かうつつか、保護されたチャーチ
ーからさらに田舎の別荘に連れて行かされたとき、フェイギンとモンクスを
見かけるところである。この場面が現実だとしたら、やはり彼らはロンドン
から離れたこの場所でオリヴァーを思い通りに捕らえることは出来ない。夢
であったならなおさら彼らはオリヴァーの意識の中にだけしか登場できな
い。特にこの場面はチャーチーからも遠い場所なので彼らの登場はより曖昧
になっている。この場面で重要なことは、この一件が夢か現実かとうことで
はなく、この二人がオリヴァーに接触できないことにあると考えられる。そ
れはやはりここが彼らにとって見慣れぬ「疎遠」な「環境」だからだろう。
フェイギンにはここは｢場所｣ではなく単なる｢環境｣なのである。だから彼ら
もロンドンでのオリヴァーと同じように彷徨うのである。
同じロンドンといってもブラウンロー氏が住むロンドンとフェイギンやサ
イクスのいるロンドンは少し違う。彼らが巣窟としている場所はロンドンの
貧民街、ホワイト・チャペル周辺のいわゆるスラムである。ロンドンにあり
ながら他の地域と一線を画している。若林は J・Gバラードの短編『強制収
容都市』を例に挙げ、スラムを次のように解釈している。
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見捨てられ、封印されたこの「スラム」は、ある意味で（中略）外部
である。土地や空間の価値は暴落しており、もはや富を生まず、したが
って市場という絶対空間の外側にうち捨てられているからだ。ひとたび
封鎖されると決して解除されることのない「光明のない土地」は、その
存在を禁じられ、隠蔽され、超巨大都市に暮らす人びとの目から覆い隠
された外部である。(9)
この引用からもスラムは常に都市にありながら外部的な存在でしかない。当
然スラムに住むナンシー達にとっての外部はブラウンロー氏らが住む都市の
ことになる。ナンシーが引きつけられた外部とは都市のことである。つまり
スラムから都市への脱却を意味している。
そのナンシーがサイクスに殺される場面でも当然、場所が関係してくる。
ナンシーはオリヴァー救出のため、メイリーを通してブラウンロー氏に近づ
く。そして彼と夜中に密会して帰ってきたところで殺される。ナンシーのい
る場所はどのような意味があるのだろうか。若林は人間が自分の世界を理解
するにはその社会がどのような方向に向かっている社会であるかにより異な
り、「広大な世界に対する強固な、そして過剰な意志を持つ社会もあれば、
狭い領域の内部の濃密な意味の世界に充足し、その外部への想像力の発動に
禁忌を課すような社会も存在する」(10)と言っている。
サイクスはナンシー殺害後の逃亡中の街道で「目の前のあらゆるものが、
実在のものにもせよ、止まっていようと動いていようと、何か恐ろしいもの
の形に似てきた」(11)と思うのである。ただこの光景をナンシーの死体と比べ、
「今朝のあの見るも恐ろしい女の姿に、絶えずすぐ後ろから追っかけられて
いるような気持ちに比べたら何でも」(12)ないと思う。自分が置かれた逃亡中
の慣れぬ場所にも恐怖を感じるが、「外部への想像力」を持ったナンシーの
死体も恐ろしく感じてしまう。そして話し相手がいるという理由だけでロン
ドンに戻ってきてしまう。だが、この話し相手がいる場所こそ、自分の居場
所であり、「定位」なのである。だからナンシーを殺した後、出来るだけ遠
くに逃げようとしたが、結局ロンドンに戻ってきてしまうのである。
フェイギンたちと同様にナンシーにとっての居場所、「定位」というもの
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もロンドンにあった。彼女はオリヴァーよりも小さい頃からフェイギンと仲
間として過ごしてきた。そして「外部への想像力」など思いもよらなかった
が、ブラウンロー氏との面会ではっきりと「自身の立つ場所」を確認してし
まった。この時いままで気づかずにいた｢外部｣を発見してしまったのである。
もちろんここまでで、オリヴァーをかばう様子からも彼女の心に変化が見ら
れていた。おそらくオリヴァーのもつ「開いた空間」にある｢白紙｣に何か魅
力を感じたのだろう。そしてその白紙の部分、自分にはもうないと思われて
いた「開いた空間」に、彼女にとっては不幸にも、気づかされてしまった。
橋の下でのブラウンロー氏とローズとの面会で、お金をもらえるところを断
って、ローズのハンカチだけをもらう。ナンシーがお金を受け取ることが出
来なかったのは「市場という絶対空間の外側」に彼女がいたからである。そ
して唯一受け取ることの出来たそのハンカチを握ったまま彼女は死んでゆ
く。
オリヴァーの本屋での一件からも分かるように、彼らにとってハンカチは
都市中心地である｢外部｣との接触点だと考えられる。「外部」との接触と、
｢外部｣の世界へ行ける期待がそのハンカチだったと言える。いままで｢外部｣
から奪っていたものを、｢外部｣から与えられた瞬間、今度は反対に、フェイ
ギンやサイクス達の仕事、生きている意味、つまりアイデンティティが奪わ
れてしまうのである。彼らのような悪党のアイデンティティがなくなり、彼
らが消滅することは世間にとっては良いことなのであるが、彼ら自身は｢外
部｣を恐れているのである。結局ブラウンロー氏から海外に逃がせてもらえ
るという条件をナンシーがサイクスに話しても相手にしてもらえないのであ
る。
以上のことからフェイギン一味にとってロンドン、とくにロンドンに付属
するスラム街は彼らの行動に関して極めて重要な場所であると言うことが出
来る。そしてそのために、彼ら悪党達は必要以上に自分達のいる場所に縛ら
れてしまうのである。その結果自分達のテリトリーから一歩でも外に出てし
まうと、思い通りのことが何も出来なくなってしまう。彼らは常に「覆い隠
された場所」に、殺され死んだとしても、とどまりつづけなければならなか
ったのである。
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３　ブラウンロー氏のロンドン
定位の決まらないオリヴァーを連れ回すのがブラウンロー氏である。クラ
ークンウェルの本屋から彼の自宅のペントンビル、最後はオリヴァーの育っ
た救貧院の街からオリヴァーが暮らすことになる田舎の村と場所を転々とす
る。ブラウンロー氏個人ではオリヴァーの消息を求めてインドまで旅をする。
またナンシーに彼女の保護を申し出るなど、悪の巣窟から彼女を抜けさせよ
うともする。同じロンドンに住み着いているフェイギンたちとは移動の範囲
が全く違う。この点でトゥアンは資本主義の社会では野望のある人は十分な
空間をもちながらまだ不足感を感じると言っている。そして次のように続け
ている。
空間は、適切に利用されると富と力を生み出す資源になる。空間は、
どこででも威信の象徴となっている。いわゆる「偉い人」は、偉くない
人々よりも大きな空間をもっているし、より大きな空間に近づく権利を
もっている。攻撃的な自我は、活動の場としての大きな余地をいつまで
も求め続ける。力、特に金銭や領域を支配する力への渇望は、際限のな
いものになる可能性がある。(13)
ブラウンロー氏がお金持ちであることは、オリヴァーが失踪したとき、発見
者に賞金 5ギニーを出そうとしていることや密会の時ナンシーに財布を渡そ
うとしたことからも彼がこの引用に当てはまることがわかる。ブラウンロー
氏の行動範囲から彼の力もわかる。彼は自分の力を最大限利用して、自分の
目的を果たすために領域を拡大させてゆく。途中、インドまで足を伸ばす。
ブラウンロー氏は、ナンシーとサイクスを救おうとし、お金を渡し、海外
逃亡の手助けまで提案し、足を踏み入れたことのない犯罪社会にまで首を突
っ込む。まるで彼らの居る場所まで自分の行動範囲にまでしようとさえ思え
る行動である。オリヴァーの居場所さえ分かれば、また犯罪集団の居所が分
かれば訴えるなり、無視するなりすればよい。しかし彼は、ナンシー、また
サイクスたちにまで救いの手をさしのべるのである。そのような甘い言葉に
誘惑されたナンシーは結局殺されてしまう。自分の目的を果たすための、オ
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リヴァーとの架け橋であり、重要人物であるナンシーを結局失ってしまう。
つまり行動範囲の拡大に失敗したのである。モンクスをアメリカに逃がして
も、結局悪の道から足を洗わせることが出来ず監獄で死なせるだけである。
以上のことからもブラウンロー氏の条件とサイクスの考え方が相容れない
ものであることは分かった。ブラウンロー氏の行動範囲はロンドン、オリヴ
ァー出生の地、インドから最後に住むことになる田舎の村までとかなり広範
囲である。一方、サイクスやフェイギンの行動範囲はほぼ、常にロンドンの
しかもスラムの中に限られる。ブラウンロー氏の条件を彼らが飲まなかった、
もしくは飲めなかったのは、アイデンティティの喪失であることも述べた。
では彼らのアイデンティティは何なのだろうか。
ブラウンロー氏が犯罪の世界に足を踏み入れ、ナンシーとサイクスに海外
逃亡まで提案したことは、彼らを今いる世界から｢外部｣の世界へ導くことに
なる。つまり、いまいる場所、ロンドンのスラムという狭い領域から抜け出
すことを促しているのである。ここでカプランの言っている脱領域化に触れ
てみたい。彼は亡命などに関わる移動を自由や主体性の尊重と考えることに
異論を唱え、この脱領域について次のように考察している。
脱領域化そのものも植民地主義的言説を免れることはできない。脱領
域化は、他の諸空間を植民地化し、横領し、略奪さえする。（中略）脱
領域化とはつねに再領域化であり、領域の拡張であり、帝国化なのであ
る。(14)
以上のカプランの意見は、誰かがある場所から脱領域することは、その誰か
が脱領域した場所は別の誰かが再領域化した場所になってしまうということ
である。この場面に当てはめるとブラウンロー氏はサイクスとナンシーの脱
領域化を図ったと言うことが出来るだろう。ナンシーは無意識に脱領域する
ことに賛同してしまったのである。サイクスたちのいる場所をブラウンロー
氏自身の領域として再領域化することでブラウンロー氏の領域は広がる。ブ
ラウンロー氏は犯罪集団の空間を「植民地化し、横領し、略奪さえする」こ
とになる。ブラウンロー氏の行動範囲は領域化された場所である。現地での
詳しい様子は語られてはいないが、彼の行動範囲にインドが含まれているこ
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とも考慮して読むべきであろう。
だからブラウンロー氏はナンシーと密会することでさらなる自身の領域を
広げようとしているのである。これに抵抗するかのように、サイクスは脱領
域化しようとするナンシーを殺す。この殺人は「外部への想像力」を持った
ナンシーを消すことで、自分たちの領域を守ろうとしていることになる。サ
イクスたちが自分の居場所から脱領域化することはその場所が誰かに再領域
化されることをサイクスは知っていたことになる。この場面でブラウンロー
氏がサイクスたちの守ろうとしているものを奪うことになる。人のものを盗
んで生活しているというサイクスたちの立場、自分達が住んでいる場所、つ
まり｢定位｣を奪われる危機にあるのである。この場面では盗む側と盗まれる
側の立場が反対になってしまう。サイクスたちは目に見えるものを奪ってき
たが、今度は自分達がブラウンロー氏によって目に見えないものを奪われそ
うになっているのである。この目に見えないもの、彼ら自身も無意識に守ろ
うとしている領域こそが彼らのアイデンティティの象徴なのである。
ブラウンロー氏の保護の提案を退けたサイクスは、まず、脱領域化されか
かったナンシーを殺害し、逃亡を図る。ただこの逃亡自体も脱領域化の延長
であることに気づき、サイクスは結局仲間のいるロンドンに戻ってきてしま
う。命がけで自分の領域を守ることになってしまう。その結果、彼はロンド
ンで思いもかけずに死んでしまうのである。サイクスが死ぬことによってブ
ラウンロー氏の立場はどうなるのだろうか。犯罪社会に興味を持ち、オリヴ
ァーのためとはいえ、一度はその世界を領域化しようとしたブラウンロー氏
にとってサイクスの死は、領域化の失敗だったと言えるだろう。結局その後
フェイギンも警察に捕まってしまい、ブラウンロー氏はこれ以上彼らの世界
に入っていくことは出来なくなってしまった。
以上のようなブラウンロー氏の行動は支配的行動と見ることもできる。ブ
ラウンロー氏が初めて登場するのは本屋である。自分の家にオリヴァーを引
き取ったあとも、自分の書斎の本をオリヴァーに見せている。彼はオリヴァ
ーに本を読むように促している。この行為も支配的なものである。イーグル
ストンは、インドにおける英文学という学科目は文明化の手段として利用さ
れてきたこと、そしてその学科目がイギリスに逆輸入された経緯に言及して
いる。
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一九世紀を通じて、イギリス内部のさまざまな葛藤によって、イギリ
スそのものが引き裂かれようとしていた。膨大な人口増加と産業革命が
貧困な労働者の充満した巨大都市を造り出す結果となった。ときの権力
者たちは、イギリスという国がこれらの「野蛮人」に占拠され、このま
までは、無政府状態か革命が起こるかもしれないと感じはじめた。そう
した「イギリスの野蛮人」を「文明的なイギリス人の」価値観で教育す
ることによって、彼らは政治的・社会的体制を保持しようと望んだ。
（中略）ラテン語やギリシア語は「文明」の最先端と目されていたが、
それは一九世紀のイギリスのスラム街に住むほとんどの人間にとって、
まるで手の届かないものと考えられていた。それに対して、英語で書か
れた小説や劇や詩は、彼らにも手の届くところにあった。こうして英文
学の研究が「イギリス生まれの野蛮人を再文明化する」ためにイギリス
に持ってこられた。(15)
本来ならインドのような英語圏の国ではない場所で、現地の人びとを文明化
するために利用してきた英文学を、今度は本国の教養のない人びとにも適用
するために逆輸入したことになる。ブラウンロー氏は親を持たず、犯罪集団
に巻き込まれてしまうような「グリーン」(16)な子供であるオリヴァーを「文
明的なイギリス人」にしようとしていることが分かる。
読書については当時イギリスの植民地政策として、文学教育を行っていた。
もちろん英文学のことである。「そしてこの時期、イギリスの支配層は、自
分の国に眼を向けてみると、植民地のキャリバンと同じように、言うことを
聞かない原住民がいることを発見したのです。内なる異民族。すなわち労働
者階級と女性です」(17)と大橋洋一は言っている。フェイギンやサイクス、ナ
ンシーともこの引用の条件に当てはまるだろう。ブラウンロー氏が支配層で
あることを考えれば、彼らは支配者階級であるブラウンロー氏に見つけられ
た「原住民」である。ブラウンロー氏は当然この「中心からはずれた一種の
異民族」(18)である彼らを自分の支配下に置かなければならなかった。オリヴ
ァーに関しては、ブラウンロー氏の書斎という本に囲まれた状況で「本の外
側を見てるより読む方がいいだろう」(19)とオリヴァーに読書を勧め、オリヴ
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ァーもすぐに本に興味を示す。この後、本屋に用足しに行くことになる。こ
こでの本屋は支配する側とその中心を示していると考えられるので、そのと
きブラウンロー氏の友人のグリムウィッグ氏がオリヴァーはきっとそのまま
逃げて帰ってこないと断言する場面は、以上のことを考えると意味深である。
そしてブラウンロー氏の「権力」は当然文明化されていない下層社会にまで
手を伸ばすことになっていく。
ブラウンロー氏は広範囲な水平方向の移動を可能にしたが、サイクスやナ
ンシーという下層階級に向かう垂直方向への移動に失敗している。水平方向
にも垂直方向にも移動を迫られるオリヴァーはブラウンロー氏の行動範囲に
入るため、最終的に彼に救われる。しかし、サイクスやフェイギンは行動範
囲そのものが制限されており、ロンドンのスラムという一点の場所にとどま
ることしかできていない。彼らはその場所を奪われることを強く拒み、サイ
クスの死をもってまで抵抗した。その結果、ブラウンロー氏は自分の思い通
りに彼らのいる場所や行動をコントロールすることには失敗したのである。
以上のことからブラウンロー氏はロンドンを中心に支配的行動をしている
と言える。本屋での立ち読みからオリヴァーを保護し、彼に読書を勧めるこ
とに始まり、途中インドに足を運び、下層階級にまで足を伸ばし、ナンシー
へ懐柔策とも思われる提案をして、彼女のいる世界を支配しようとブラウン
ロー氏は企んだ。そして水平方向にも移動しているオリヴァーを救うことは
出来たが、垂直方向、特に下方に伸びるナンシーやサイクスの行動まではブ
ラウンロー氏の思いのままにはならずにおわったのである。
結論
この物語はロンドンと登場人物のアイデンティティを描いた作品だと言え
る。オリヴァー、ブラウンロー氏、そしてフェイギンやナンシー、サイクス
などの最下層階級の人びとの行動がロンドンを中心に描写されている。オリ
ヴァーはある救貧院で生まれ、ロンドンに行けば何とかなると思い、はるば
るロンドンまで歩いてくる。そしてそのロンドンで、フェイギンやブラウン
ロー氏という全く異なるアイデンティティも持つ人びとと出会う。ロンドン
に出てきた時、オリヴァーにはアイデンティティがなかったため、自分の行
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く先も分からず、出会う人にただ翻弄されるしかなかった。だから善悪関係
なく、彼はあっちに行ったりこっちに行ったりをただ繰り返すだけだったの
だろう。
ここでやはり場所とアイデンティティの関連が出てくる。フェイギン達に
しろ、ブラウンロー氏にしろ、自分の立場がはっきりしている人物は自分達
の居場所も明らかになっている。それを示すかのように、彼らが登場するの
と同時に彼らの住む場所や行動する場所も詳しく述べられている。場所を明
示することで彼らの個性が描かれているようである。そのような意味で、オ
リヴァーがロンドンに来たことは自分のアイデンティティを探すためであっ
たと考えられる。ロンドンで見つけられるものは自分そのものである。ロン
ドンで相当な苦労を重ねてやっと自分の居場所、つまりアイデンティティを
見つける。
ロンドンはアイデンティティのない者にアイデンティティを与える一方
で、あらゆるアイデンティティを許容する都市でもある。たとえそれが良い
ものでも悪いものでも、である。どちらのアイデンティティを選ぶかは、そ
の人の善悪の判断に頼るだけではなく、地理的、俯瞰的にロンドンを見るこ
とも必要であった。ブラウンロー氏、フェイギンやサイクスたちがこれほど
までに移動を迫られる物語でありながら、誰一人地図や道案内を必要として
いない。それは彼らが場所を地図なしで把握していたからである。頭の中に
場所を把握していることで自分の居場所を確立していることを証明してい
る。つまり、アイデンティティがあることになる。だから場所を把握してい
ないオリヴァーにはロンドンに来たときにはアイデンティティがなかったと
言える。
このことからロンドンという都市がアイデンティティを持っていない者も
含め一様でないアイデンティティを飲み込む大都市として描かれている。あ
らゆる人物、アイデンティティを吸収することがロンドンという都市自体の
アイデンティティとして描かれている。ロンドンという都市を隅々まで描く
ことは様々なアイデンティティを描くことでもあった。逆にロンドンの人び
とを細かく描写することでロンドンという都市を作り上げることも出来る。
これらの描写によって、大都市ロンドンがロンドンである条件を示している
のかもしれない。ロンドンが他の地域とは異なる都市であること表してい
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る。
この都市の中ではアイデンティティの獲得、吸収、抵抗、喪失が繰り返さ
れてもいる。オリヴァーは最後、ブラウンロー氏によって吸収されたとも言
えるし、アイデンティティを発見したとも言える。一方、ブラウンロー氏と
ナンシーの密会は異なるアイデンティティの接触、融合でもあり、ナンシー
やサイクスのアイデンティティがブラウンロー氏によって吸収、喪失させら
れる危険も描いている。サイクスはもちろんそれに抵抗したことになる。
以上のことから、ロンドンという都市はあらゆるアイデンティティを飲み
込み、さらにそれぞれのアイデンティティをその中で消化しようとする。そ
して飲み込まれた者たちはその巨大な生物から抜け出すことが出来ないよう
でもある。登場人物の移動や行動を通して、その巨大な生物の輪郭とそのな
かの様々なアイデンティティの交錯を、この作品を読むことで、手に取るよ
うに見ることが出来るのである。
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